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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械において、
　各々が垂直軸線を有するキャビティを含むパリソン成形型（２８）を備える複数のイン
ディビュジュアル・セクション（１２）と、
　垂直軸線を有する下方部分を含むデフレクタ（４４）を有する、前記成形型キャビティ
の各々用のトラフ組立体（３８）と、
　水平方向ビーム（１８）と、
　前記複数のインディビュジュアル・セクション（１２）のパリソン成形型（２８）のキ
ャビティの上方にて前記水平方向ビーム（１８）を支持する垂直な直立体手段（１４）と
、
　前記デフレクタ（４４）の各々の前記垂直軸線が前記パリソン成形型（２８）のキャビ
ティの対応する一つの垂直軸線と一致するように、前記トラフ組立体を取り付ける手段と
を具備し、
　前記水平方向ビーム（１８）が、前記パリソン成形型（２８）のキャビティの各々に対
する垂直開口部（２０）を有し、
　前記垂直開口部（２０）が、対応するパリソン成形型（２８）のキャビティの垂直軸線
と実質的に整合し、
　前記取り付ける手段が、
　各々が垂直軸線を画定している対応する複数のハンガー（３４）と、
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　前記ハンガーの垂直軸線が対応するパリソン成形型（２８）のキャビティの垂直軸線と
一致した状態で、前記垂直開口部（２０）の各々内に前記ハンガーの１つを固着する手段
と、
　前記ハンガー（３４）の垂直軸線が支持されたデフレクタ（４４）の垂直軸線と一致す
る状態で、前記トラフ組立体（３８）の各々を、対応するハンガー（３４）上に支持する
手段とを備える、Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械。
【請求項２】
　請求項１に記載のＩ．Ｓ．ガラス成形機械において、前記ビーム上に取り付けられたゴ
ブ分配装置を更に備える、Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械。
【請求項３】
　Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械において、
　複数のパリソン成形型を有し、該パリソン成形型の各々が垂直軸線を有するキャビティ
を含む複数のインディビュジュアル・セクションと、
　垂直軸線を有する下方部分を含むデフレクタを有する前記パリソン成形型キャビティの
各々用のトラフ組立体と、
　水平方向ビームと、
　前記複数のインディビュジュアル・セクションのパリソン成形型キャビティの上方にて
前記水平方向ビームを支持する垂直な直立体手段と、
　前記デフレクタ各々の垂直軸線がパリソン成形型の対応する１つの垂直軸線と一致する
ように、前記トラフ組立体を取り付ける手段とを具備し、
　前記水平方向ビームが、機械のインディビュジュアル・セクションの数に対応する垂直
開口部手段を有し、
　前記垂直開口部の各々が、対応するインディビュジュアル・セクションのパリソン成形
型キャビティの垂直軸線と実質的に整合し、
　前記取り付ける手段が、
　各々が垂直軸線を画定する、成形型キャビティの各々に対するハンガーと、
　前記ハンガーの各々の垂直軸線が、対応するセクションの対応するパリソン成形型キャ
ビティの垂直軸線と一致する状態で、前記複数の垂直開口部手段のうち対応する1つの垂
直開口部手段内において、各セクションに対するハンガーを固着する手段と、
　前記ハンガーの垂直軸線が支持されたデフレクタの垂直軸線と一致する状態で、前記ト
ラフ組立体の各々を対応するハンガー上に支持する手段とを備える、Ｉ．Ｓ．ガラス成形
機械。
【請求項４】
　請求項３に記載のＩ．Ｓ．ガラス成形機械において、前記ビーム上に取り付けられたゴ
ブ分配装置を更に備える、Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、Ｉ．Ｓ．（インディビュジュアル・セクション）機械のような、ガラス容器を
製造する機械、具体的には、ガラスゴブを各セクションのパリソン成形型に供給するのに
使用される供給装置の樋状組立体部分を支持する頭上構造体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
Ｉ．Ｓ．機械は、多数の同一のセクションを有しており、該セクションの各々は、多数（
１、２、３、４、…）の溶融ガラスのゴブをパリソンに形成するブランクステーション（
半加工品ステーション）と、パリソンを吹込み成形して容器にする吹込み成形ステーショ
ンとを有している。溶融ガラスのゴブの各々は、ブランクステーションの個々の成形型に
より受け取られ、スクープ（ひしゃく、スコップ）、トラフ（樋状部）及びデフレクタ（
そらせ板）から成る一組みの供給装置が成形型の各々と関係付けられて、溶融ゴブを送込
み装置からブランク又はパリソン成形型内に装填する。理想的な設計は、この装置が送込
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み装置のオリフィスの中心線からパリソン成形型キャビティの中心線までの垂直面内にて
直線を形成するようにすることである。これは、ゴブの装填に必要とされる時間を各サイ
クル毎に可能な限り均一に保ち且つゴブがその望ましい状態にてパリソン成形型に到着す
ることを確実にするためである。各ゴブに対する、スクープを支持するゴブ分配装置は、
スクープのアライメント（整合）及び方向（配向）を決定する。
【０００３】
本発明は、共に、トラフ（樋状体）組立体と称されるトラフ及びデフレクタ（そらせ板）
を支持し且つアライメント（整合）させることに関するものである。
従来技術のトラフ組立体は、トラフとデフレクタとの間の接続部にてこの理想的な線から
偏倚している。トラフ組立体の各々は、ゴブをスクープ（ひしゃく、スコップ）から受け
取る、上向きの固定傾斜型トラフと、パリソン成形型キャビティ内に落下するようにトラ
フの下方に移動して垂直経路内に入るゴブを偏向させる下向きの可調節型デフレクタとか
ら成っている。デフレクタ及びトラフの支持体は、静止型トラフと可調節デフレクタとの
間の接続部に回動点を保ち得るように、ブラケットを使用して、全てのセクションの外側
を伸長する機械ビームの側部に取り付けられている。このことは、デフレクタの上端をト
ラフの下端と点整合状態に保つことになる。デフレクタの下端は、垂直穴を有する直交突
出部を有している。この穴は、ピンに嵌まり、このピンは、関係したパリソンキャビティ
に対するデフレクタの下端部分の位置を調節することを可能にし得るように、ｘ軸及びｙ
軸の周りで調節可能である。この調節方法は、デフレクタの下端がトラフとともに直線の
外となるように動き、また、デフレクタの上端が回動し且つトラフとデフレクタとの間の
接続部にて“ドック・レッグ”を形成することを可能にする。
【０００４】
米国特許第５，５４９，７２７号には、ガラス製品成形機械内にて溶融ガラスのゴブをゴ
ブの分配装置からパリソン成形型キャビティに供給するトラフ組立体が開示されている。
このガラス製品成形機械は、ゴブの分配装置のスクープからゴブを受け取り得るように配
置された上向きの傾斜型トラフと、可撓性部材により機械のフレーム部材に支持されたハ
ンガー上にデフレクタ及びトラフが取り付けられる下向きのデフレクタとを備えている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
この組立体において、デフレクタの位置の調節は、デフレクタ及びトラフを非整合状態と
させることなく行うことができる。この自由度の大きい懸架トラフ組立体は、機械の主ビ
ームの側部にて機械加工されたパッドに取り付けられるブラケットによって支持し得る設
計とされている。この方法は、従来技術のトラフ組立体に使用されている既存のブラケッ
トを交換し、既存の機械を新しい装置に改良し得るようにするために使用される。この新
しい機械を製造するためには、この方法は経済的ではない。
【０００６】
従って、本発明の１つの目的は、自由度の大きい懸架トラフ組立体を支持するためのより
経済的な構造を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的は、次のＩ．Ｓ．ガラス成形機械により実現される。すなわち、各々が第一の
垂直軸線を有するキャビティを含むパリソン成形型を備える複数のインディビュジュアル
・セクションと、第二の垂直軸線を有する下方部分を含むデフレクタを有する、前記成形
型キャビティの各々用のトラフ組立体と、水平方向ビームと、前記複数のインディビュジ
ュアル・セクションのパリソン成形型キャビティの上方にて前記水平方向ビームを支持す
る垂直な直立体手段と、前記デフレクタの各々の前記第二垂直軸線が前記パリソン成形型
キャビティの一つと対応する１つの第一垂直軸線と一致するように、前記トラフ組立体を
取り付ける手段とを具備し、前記水平方向ビームが、前記パリソン成形型キャビティの各
々に対する垂直開口部を有し、前記垂直開口部が、対応するパリソン成形型キャビティの
垂直軸線と実質的に整合し、前記取り付ける手段が、各々が第三の垂直軸線を画定する、
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対応した複数のハンガーと、前記第三の垂直軸線が対応するパリソン成形型キャビティの
第一の垂直軸線と一致する状態で、前記垂直開口部の各々内において、前記ハンガーの１
つを固着する手段と、前記ハンガーの第三の垂直軸線が支持されたデフレクタの第二の垂
直軸線と一致する状態で、前記トラフ組立体の各々を、対応するハンガー上に支持する手
段とを備える、Ｉ．Ｓ．ガラス成形機械により実現される。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の他の目的及び有利な点は、本発明に従って、本発明の原理を具体化する、現在の
好適な実施の形態を示す本明細書の以下の説明及び添付図面から明らかになるであろう。
【０００９】
図１には、その上面に対応する数のアクセス開口部１１を有するＩ．Ｓ．機械（この場合
、１０個のセクションを有する機械）用の機械ベット１０が開示されている。これらの開
口部の上側面には、対応する数のインディビュジュアル・セクションフレーム１２がその
上面に固定されている。第一の垂直の直立体１４が一端にて機械の床の上面に固定されて
おり、また、第二の垂直な直立体１６が他端にて機械ベットの上面に固定されて、その間
にインディビュジュアル・セクションフレームを位置決めする。対応する数の垂直開口部
２０を有する水平ビーム１８が垂直な直立体１４、１６の上面と交差するように取り付け
られている。また、各セクション内にて加工すべきゴブの数に対応する多数の開口部２３
（この場合、機械は、三重ゴブ機械）と、上方トラフ（樋状体）の支持体２４とを有する
ゴブ分配装置２２が水平ビームの上面に取り付けられている。
【００１０】
インディビュジュアル・セクション１２の各々は、セクションによって加工すべき各ゴブ
（この場合、明確化のため、１つのセクション及び３つの成形型の１つのみを示す）に対
応するパリソン成形型２８を有するパリソン又はブランク成形型の支持機構２６を備えて
いる。
【００１１】
成形型の各々は、ビームの上方の位置から溶融ゴブ２７を受け取ることのできる、垂直軸
線Ａを有するキャビティを備えている。ビームに形成された矩形の開口部２０の各々は、
関係したインディビュジュアル・セクションにおけるパリソン成形型キャビティ（複数の
キャビティ）の１つ、又は複数の垂直軸線の実質的に上方に配置されている。矩形の開口
部２０の各々は、個々のハンガー３４を取り付けるため、水平ビーム１８の一部分である
、２つの隔たったパッド３０、３２を有している。各トラフ組立体３６について１つのハ
ンガー３４が必要とされる。図１、図２、図３には、三重ゴブ機械に適合するように、各
セクションに対する３つのハンガーが図示されているが、このハンガーの数は、異なる数
のゴブに適合するように変更することができる。
【００１２】
トラフ組立体３６（図２）の各々は、ゴブ分配装置のスクープ（ひしゃく、スコップ）４
０からゴブ２７を受け取る、上向きの傾斜型トラフ３８を備える。該ゴブ分配装置は、ゴ
ブ分配装置の受取りスリーブ４１からゴブを受け取る。スクープ４０は、トラフ組立体３
６の各々と整合し得るように、垂直軸線４２の周りで回転可能である。トラフ組立体は、
下向きのデフレクタ４４を有しており、該下向きのデフレクタ４４は、トラフ３８の下方
に移動したゴブをパリソン成形型キャビティの軸線Ａに沿って整合させることのできる垂
直経路内に偏向させる垂直軸線を画定する。
【００１３】
トラフ３８は、各々がスロット５０を有する、２つの隔たった下方伸長突出部４８を備え
る上端部分４６を有している。上方トラフの支持体２４に、ゴブ分配装置の周りにてカー
ブ状に成形機械を横断するように伸長するロッド５２が固定されている。該ロッド５２は
、該ロッドに固着されたクランプブロック（図示せず）を有している。トラフ３８は、ロ
ッド５２がスロット５０内にあり、突出部４８がクランプブロックの両側部にある状態に
て、ロッド５２上にぶら下がる。このように、トラフ３８は、ロッド５２の周りで斜め方
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向に自由に動くことができ、また、クランプブロックと突出部４８との間には、所定の遊
びがあるため、垂直軸線の周りでクランプブロックに対して制限された角運動を行なうこ
とができる。
【００１４】
このように、スクープ（ひしゃく、スコップ）がその適正な位置にあるとき、トラフの上
端部分４６は、スクープ４０と整合状態に保持される。トラフの下端部分は、ハンガー３
４の支持部材５６に固着したブラケット５４内に取り付けられる。デフレクタ４４は、垂
直穴が形成された突出部６０を有する下端部分５８を備えている。この突出部６０は、機
械内に固着されたピン６２の上に嵌まり、このピンは、水平面内にて制限された調節を行
なうことが可能であり、このため下端部分５８の正確な位置を調節することができる。ま
た、デフレクタ４４の上端部分６４は、２つのブラケット６６、６８によって支持部材５
６に固着されている。
【００１５】
ピン６２の適正な調節によって、デフレクタ４４の下端部分５８をセクションのパリソン
成形型の上方に正確に位置決めすることができることが分かる。デフレクタ４４及びトラ
フ３８は、相互に整合させ且つブラケット５４、６６、６８によって所定位置に固着され
る。
【００１６】
ハンガー３４は、部材７０の両側部フランジを貫通する４本のボルト７２によって水平ビ
ーム１８の隔たった２つのパッド３０、３２に固着された支持部材７０を備えている。該
ハンガー３４（図３）は、パリソン成形型キャビティの軸線Ａと整合させた垂直軸線を有
する垂直の円筒状穴７４を有している。第一の可撓性のハンガー部材７６は、その上端部
分のディスク７８と、可撓性の管状部分８２とを備えている。該ディスク７８は、ボルト
８０により支持部材７０に固着されている。該可撓性の管状部分８２は、穴７４内にて軸
方向に伸長する。第二の剛性なハンガー部材８４が可撓性部材７６の下端部分に固着され
ている。図示した実施の形態において、可撓性部材７６は、実際上、剛性ハンガー部材８
４の円筒状の上端部分８６と一体である。該円筒状部分８６は、支持部材７０の穴７４内
に配置され、また、機械加工したカラー８８を備えている。カラー８８と穴８４との間に
は、小さい隙間が提供される一方、円筒状部分８６の残り部分と穴７４との間には、より
大きい隙間が提供される。
【００１７】
該ハンガー３４は、円筒状部分８６に溶接された円筒状ボス９０と、アーム部分９２とを
備えている。該アーム部分９２は、その上端にてボス９０にクランプ止めされ、その下端
にて支持部材５６を提供する。この支持部材５６は、デフレクタ４４及びトラフ３８を支
持する。
【００１８】
貫通路９４が、第一の可撓性のハンガー部材７６、円筒状部分８６、ボス９０を貫通する
ように提供される。支持部材５６は、水平面にて、多少、クランク状に曲がっており、こ
のため、貫通路９４は、支持部材７０の軸線をパリソン成形型キャビティと整合させるた
めに光学的又は物理的配管と共に使用することができる。
【００１９】
各セクション内にて成形型キャビティの各々及び該成形型キャビティと関係したデフレク
タが別個のハンガーと関係付けられる、すなわち、支持部材７０の間の間隔は、パリソン
成形型キャビティの間隔に等しくなるような構成とする。
【００２０】
また、支持部材７０及びデフレクタ４４の垂直軸線が通常、整合状態にあり且つビーム１
８の隔たったパッド３０、３２における支持部材を調節することにより成形型キャビティ
と整合され得るような構成であることも理解できる。しかしながら、デフレクタの位置を
僅かだけ調節することが望まれるとき（例えば、ゴブの寸法を変更するようなとき）、支
持部材５６をその整合した位置から僅かだけ任意の方向に移動させることがある。かかる
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調節動作が為されたとき、管状部分８２は、支持部材７０に固定される箇所と剛性ハンガ
ー部材８４の円筒状の端部分８６に固定される箇所との間にて曲がる。この円筒状の端部
分８６は、球状に丸味を付けた上端部分９６を有している。このことは、円筒状の部分８
６が球状部分９６の実質的に中心の周りで回動すること可能にする。上端部分９６に固着
されたピン９８は支持部材７０の２つの両側穴１００を貫通して伸長し、剛性な部材８４
の全ての捩れ動作を防止する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の教示に従って製造された、１０のインディビュジュアル・セクションか
ら成るＩ．Ｓ．機械の一部分の斜視図である。
【図２】図１の線ＩＩ－ＩＩに沿った頭上構造体に固着されたトラフ組立体の図である。
【図３】一部切欠き断面図とした、図２に図示したトラフ組立体の一部分の図である。
【図４】図３の線ＩＶ－ＩＶに沿った断面図である。
【符号の説明】
１０　機械床　　　　　　　　　　１１　アクセス開口部
１２　インディビュジュアル・セクションフレーム
１４　第一の垂直の直立体　　　　１６　第二の垂直な直立体
１８　水平方向ビーム　　　　　　２０　垂直開口部
２２　ゴブ分配装置　　　　　　　２３　開口部
２４　上方トラフの支持体　　　　２６　支持機構
２７　溶融ゴブ　　　　　　　　　２８　パリソン成形型
３０、３２　水平ビームのパッド　３４　ハンガー
３６　トラフ組立体　　　　　　　３８　傾斜トラフ
４０　スクープ　　　　　　　　　４１　受け取りスリーブ
４４　デフレクタ

【図１】 【図２】
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